
今年 乙訓の文化遺産を守る会は、創立 50 周年を迎えます。

会は一時期中断したこともありましたが、会誌『乙訓文化遺産』や会報『乙訓文

化』を定期発行し、講演会や見学会の「歴史文化教室」を開催し、古文書解読の

「古文書部会」も継続してきました。

このたび、会創立 50 周年にあたり、乙訓地域の文化遺産を守る取り組みをふり

返るとともに、乙訓地域の未来と文化遺産を考えていくため、記念講演会と意見

交流会を行なうことになりました。地域の歴史や文化財に興味をお持ちの方はじ

め、多くの市民の皆様のご参加を呼びかけます。

連絡先 乙訓の文化遺産を守る会  事務局・長谷川（携帯 090−9284−7321）

   

と き ：2016 年 6 月 18 日（土）

13 時 30 分～16 時 30 分

ところ ：向日神社 参集殿ホール

（阪急西向日駅北西 500m、921-0217）

記念講演： 「古代乙訓と環日本海文化圏

     ―東アジアのなかの弟国宮・長岡京」

井上満郎先生（京都産業大学名誉教授）

意見交流会 「乙訓地域の文化の創造

をめざして」

参加自由（定員 80 名）、資料代（３００円、会員無料）

継体大王陵に比定される今城塚古墳の復元埴輪群


